






































































































































　 　日本人之恒言，有所谓日本魂者 , 有所谓武士道者。又曰日本魂者何？武士道也。日本之
所以能立国维新，果以是也。吾因之以求我所谓中国魂者，皇皇然大索之于四百余州，而杳
不可得。吁嗟乎伤哉！天下岂有无魂之国哉！吾为此惧。
　 　或曰 : 尚武之风 , 由激励而成也。朝廷以此为荣途 , 民间以此为习惯，于是武士道出焉。





































































































や「武士道」についての言及の多さに驚きを覚える。全篇は 24 章からなるが，第 7 章は「武
士の生活と武士道」という題目が付けられ，正面からこの問題を論じている。それ以外にも，
第 3 章：皇権神授思想とその時代的適応，第 8 章：封建時代の「町人」と「百姓」の品性，第
9 章：「尊皇攘夷」と「開国進取」，第 10 章：「軍閥」と「財閥」の由来，第 11 章：維新事業














































































































































































































































































































































 3）2009 年 2 月 16 日のチャイナネットの記事によると，このシンポジウムは北京日本学研究センターと








































































1. Discourse on “Bushido” by the Chinese after the end of the 19th century
　(1)  Interpretation of the word “samurai”,  “Bushido” and Huang Zun Xian’s『日本雑事詩』
（Riben zashishi ）
　(2) Liang Qi Chao’s『中国之武士道』（Zhongguo zhi wushidao）
　(3)  Gu Hong Ming’s『中国文明の復興と日本』（Japan and the reconstruction of Chinese 
civilization）
　(4) Dai Ji Tao’s『日本論』（Ribenrun ）
　(5) Zhou Zuo Ren’s『日本管窺』(Riben guankui)
2. Reference to “Bushido” in the study of Japanese culture in present China
　(1) Translation and publication of books related “Bushido”
　(2) Commentary from books of general introduction to Japanese culture Conclusion
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